
　

２
０
１
１
年
10
月
か
ら
12
年
３
月
ま
で
放
映
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
病
院
で
開
催
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
の
場
面
と
い
え
よ
う
。
が
ん
を
宣
告
さ
れ
て
生

き
る
希
望
を
失
っ
た
女
性
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で

自
ら
の
輝
い
た
姿
を
、
家
族
を
含
め
た
多
く
の
人
々

に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
思
い
出

し
、
奇
跡
的
に
病
気
が
回
復
し
、
幸
福
な
生
活
を
取

り
戻
す
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
舞
台
と
な
っ
た
岸
和
田
は「
だ
ん
じ

り
祭
」で
有
名
で
あ
り
、
ド
ラ
マ
の
中
で
も
祭
は
主
人

公
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
祭
の
日
に

は
、
主
人
公
の
家
の
前
を
何
百
人
と
い
う
男
た
ち
に

よ
っ
て
曳
か
れ
た
だ
ん
じ
り
が
疾
走
し
て
い
く
映
像
が

昂
揚
感
を
持
っ
て
映
し
出
さ
れ
、
祭
が
地
域
社
会
の

絆
を
も
た
ら
し
、
郷
土
愛
を
醸
成
し
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と

だ
ん
じ
り
祭
は
、
12
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
多
く
の
共

通
性
を
有
し
て
い
る
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
障
害
を
持

っ
て
生
き
る
人
々
に
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
と
喜

び
を
与
え
る
と
と
も
に
、
障
害
の
有
無
を
超
え
て
感
動

の
共
有
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は「
最
も
早
く
、
最
も
高
く
、
最
も
強
く
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
人
間
の
知
的
・
肉
体
的
能
力
の
究
極
の

姿
を
示
す
昂
揚
感
溢
れ
る
祝
祭
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
た
世
界
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ

び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
差
異
は
、ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル

と
の
差
異
に
あ
る
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。ロ
ー
カ
ル

と
グ
ロ
ー
バ
ル
と
の
間
で
優
劣
を
付
け
る
こ
と
は
適
切

と
は
い
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。ロ
ー
カ
ル
は
、
宗
教
を
含
め
た
固
有
文

祭
の
本
質

祭
的
要
素
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

社
会・経
済
的
効
果
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化
お
よ
び
生
活
そ
の
も
の
と
の
密
接
な
関
係
性
か
ら

価
値
が
生
ま
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
は
人
類
共
通
の
価
値
観

と
普
遍
性
に
お
い
て
大
き
な
価
値
を
も
た
ら
す
と
い

え
よ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
宗
教
的

差
異
と
か
文
化
的
差
異
を
乗
り
越
え
、ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
普
遍
的
な
共
通
の
舞
台
に
お
い
て
究
極
の
人
間
的
能

力
を
競
い
合
う
こ
と
を
通
じ
て
、
世
界
の
人
々
が
感
動

と
価
値
観
を
共
有
し
、
絆
を
も
た
ら
す
祝
祭
的
な
意

義
を
本
質
的
に
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
いっ
た
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
長
期
間
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
収

益
性
が
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
１
２
年
７
月
上
旬
に
発
表
さ
れ
た
、ロ
イ
ズ
・
バ

ン
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査
報
告
書「
ロ
ン
ド
ン

２
０
１
２
の
経
済
効
果
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」に
よ
る
と
、
05
年
か
ら
17
年
ま
で
の
12
年
間

に
１
６
５
億
ポ
ン
ド（
約
２
兆
円
）の
経
済
効
果
が
新

た
に
生
み
出
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る（
※
１
）。
そ
の
う
ち

の
約
57
％
が
開
催
の
た
め
の
建
設
投
資
に
付
随
し
、
閉

会
後
の
建
設
関
連
作
業
が
24
％
、
五
輪
に
絡
ん
だ
観

光
業
が
12
％
、
大
会
運
営
・
開
催
費
が
６
％
を
占
め

る（
図
1
）。
英
国
全
体
で
の
雇
用
増
大
が
６
万
２
２

０
０
人
と
予
想
さ
れ
、
波
及
効
果
は
英
国
全
体
に
及

ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
は
１
０
０
０
万
人

以
上
増
加
し
、
17
年
末
ま
で
に
、
観
光
業
は
20
億
ポ
ン

ド
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）を
生
み
出
す
と
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
48
％
が
閉
会
後
で
の
効
果
と
推
計
さ

れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
五
輪
を
直
接
目
的
と
し

た
海
外
か
ら
の
旅
行
客
は
約
１
２
０
万
人
と
推
計
し
て

お
り
、
17
年
ま
で
に
五
輪
が
ら
み
で
訪
英
す
る
人
が
約

１
０
８
０
万
人
増
え
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

直
接
的
な
経
済
効
果
に
加
え
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
よ
っ
て
、
広
大
な
自
然
公
園
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ー
ク
が
建
設
さ
れ
、
閉
会
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ビ
レ
ッ
ジ
内
に
３
０
０
０
戸
前
後
の
低
価
格
の
住
宅
が
で

き
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
環
境
改
善
効

果
と
所
得
再
分
配
効
果
を
有
し
て
お
り
、
犯
罪
発
生

の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
寄
与
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
五
輪
の
開
催
経
費
は
、
最
終
的
に
は
予
算
内
の

92
億
９
８
０
０
万
ポ
ン
ド
に
収
ま
る
こ
と
に
な
り
、
中

央
政
府
が
62
億
４
８
０
０
万
ポ
ン
ド
、ロ
ン
ド
ン
市
が
８

億
７
５
０
０
万
ポ
ン
ド
、
宝
く
じ
で
21
億
７
５
０
０
万

ポ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
効
果
が
１
６
５
億
ポ
ン
ド

で
あ
れ
ば
、
五
輪
開
催
の
経
済
的
妥
当
性
は
存
在
し
て

い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
に
対
し
て
は
、
楽
観
的
過
ぎ
る
と
い

う
批
判
と
、
開
催
期
間
中
の
交
通
規
制
、
結
婚
式
場

等
の
非
関
連
産
業
へ
の
打
撃
と
い
っ
た
負
の
効
果
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
五
輪
開
催
の
経
済

開催のための
建設投資閉会後の

建設関連作業

観光業

大会準備及び
閉会後の建設
工事など

大会運営・開催費

約57%

82%

12%

6%

24%

【図1】英国におけるロンドン五輪の経済効果

合計金額
165億ポンド

（出所）The Economic Impact of the London 2012 by Oxford Economics
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効
果
に
対
す
る
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
例
と
し
て
、
東
京
五
輪
の
開
催
の
是

非
を
単
純
に
判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
経
済
波
及

の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
検
証
し
、
閉
会
後
の
経
済
効
果

の
持
続
性
と
財
政
負
担
へ
の
影
響
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
厳
密
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

経
済
波
及
効
果
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
、
特
に
注
目

し
て
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
項
目
は
、①
地
域
経
済

の
底
上
げ
効
果
と
国
民
経
済
全
般
の
底
上
げ
効
果
、

②
産
業
構
造
変
化
へ
の
影
響
と
人
材
育
成
効
果
、③
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
生
産
性
向
上
効
果
と
生
活
の
質

向
上
効
果
、④
社
会
構
造
へ
の
影
響
効
果
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
の
底
上
げ
効
果
と
国
民
経
済
全
般
の
底

上
げ
効
果
は
、
あ
る
意
味
で
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に

あ
る
。
土
木
・
建
設
投
資
の
発
注
先
を
何
割
地
域
外

に
割
り
振
り
、
何
割
を
地
域
内
に
発
注
す
る
か
を
決

定
す
る
か
は
、
直
接
的
な
投
資
効
果
の
波
及
プ
ロ
セ
ス

に
決
定
的
な
影
響
を
持
つ
。
ま
た
、
閉
会
後
の
経
済
効

果
の
持
続
性
は
、
五
輪
開
催
を
契
機
に
、
企
業
お
よ
び

地
域
経
済
の
競
争
力
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を

評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
で
き
よ
う
。
東
京
五
輪

の
開
催
を
考
え
た
と
き
に
第
１
次
発
注
先
を
都
内
の

企
業
に
発
注
す
る
の
か
、
他
道
府
県
に
発
注
す
る
か

を
政
策
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
容

易
で
は
な
い
。
特
に
技
術
力
等
の
面
で
競
争
力
の
あ
る

大
企
業
が
、
東
京
都
内
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
中
小
企
業
へ
の
業
務
発
注
は
、
下
請
け
と
し
て
、

元
請
け
企
業
か
ら
の
発
注
と
な
り
、
利
益
率
に
大
き

な
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

東
京
都
で
の
五
輪
開
催
に
よ
る
経
済
効
果
は
、
関
東
圏

以
外
に
は
波
及
し
に
く
い
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

部
品
供
給
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
関
東
圏
以

外
で
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
東
圏
以
外
へ
の

波
及
効
果
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、建
設
、

観
光
、
広
告
、
印
刷
、
出
版
と
いっ
た
主
要
五
輪
関
連

産
業
で
の
関
東
圏
外
へ
の
波
及
効
果
は
限
定
的
と
な
る

可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
関
東
圏

外
へ
の
経
済
効
果
の
波
及
を
高
め
る
よ
う
な
政
策
策
定

が
必
要
と
な
る
。

　

五
輪
開
催
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
は
、
建
設
業

の
成
長
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
成
長
、
観
光
業
お
よ

び
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
成
長

と
いっ
た
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
産
業
が
、
閉
会
後
に
供
給
過
剰
に
な
る
の
か
、
市

場
の
拡
大
を
伴
い
な
が
ら
持
続
的
発
展
に
繋
が
る
の
か

は
、
質
的
向
上
と
効
率
性
の
向
上
が
五
輪
開
催
ま
で
の

期
間
に
如
何
に
進
め
ら
れ
る
か
に
依
存
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
五
輪
開
催
に
よ
る
需
要
増
と
収
益
構
造
の
改
善

の
好
機
に
お
い
て
、
企
業
が
長
期
的
な
競
争
力
改
善
の

た
め
の
戦
略
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
重

要
と
な
る
。
戦
略
的
な
投
資
は
、
五
輪
開
催
に
よ
る
知

名
度
の
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
上
昇
を
活
用
し
た
も

の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
開
拓
ま

で
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
戦
略

的
投
資
が
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
閉
会
後
の

経
済
効
果
の
持
続
が
可
能
と
な
り
、
経
済
の
底
上
げ

が
可
能
と
な
る
。

　

五
輪
開
催
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
、
長
期
的
な
生

【表1】経済効果の恩恵を受ける地域
（期間：2005年～2017年）

ロンドン

イングランド南東部

イングランド北東部

イングランド東部

スコットランド

ウェスト・ミッドランズ

ヨークシャー・アンド・ザ・ハンバー

イングランド南西部

イースト・ミッドランズ

その他の地域

41

9

7

6

6

6

6

6

5

8

地域名 全体に占める割合（％）

（出所）The Economic Impact of the London 2012 by Oxford Economics
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東京ゲートブリッジ完成記念スポーツフェスタ（2012年2月4、5日）の様子
（写真：shugo TAKEMI / TOKYO2020）

活
環
境
の
改
善
と
生
活
の
質
の
改

善
に
繋
が
る
た
め
に
は
、
五
輪
の
コ

ン
セ
プ
ト
設
計
の
段
階
か
ら
こ
の
点

を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
短

期
的
な
コ
ス
ト
と
長
期
的
な
便
益

が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
を
有
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
長
期
的
な
生

活
環
境
の
改
善
を
も
た
ら
す
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
た
め
に
は
、
短
期
的

に
は
追
加
的
費
用
が
か
か
る
た

め
、
五
輪
開
催
の
財
政
収
支
を
悪

化
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
等
は
、
社
会

的
弱
者
の
包
摂（
※
２
）と
い
っ
た
長

期
的
な
社
会
構
造
の
改
善
を
も
た

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、

費
用
の
増
大
が
不
可
避
と
な
る
。

　

長
期
的
な
生
活
の
質
の
改
善
と
社
会
構
造
の
改
善

の
た
め
の
費
用
増
大
を
賄
う
た
め
に
は
、
五
輪
の
質
を

高
め
る
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
段
と
な
る
。
こ
の
質
的

向
上
の
本
質
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
輪
と
い

う
普
遍
的
な
共
通
の
舞
台
に
お
い
て
、
世
界
の
人
々
が

感
動
と
価
値
観
を
共
有
し
、
絆
を
も
た
ら
す
祝
祭
的

な
意
義
を
明
確
に
体
現
で
き
る
か
に
あ
る
。
人
々
が
感

動
を
共
有
で
き
、
希
有
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
必
然
的
に
開
催
国
の
国
家
ブ
ラ
ン
ド
は
向
上
し
、

長
期
に
わ
た
っ
て
経
済
効
果
は
持
続
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
輪
開
催
に
伴
う
政
府
財

政
負
担
は
軽
減
さ
れ
、
五
輪
は
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
進
む
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
※
１
）Oxford E

conom
ics com

m
issioned by Lloyds 

B
anking G

roup (2012), The E
conom

ic Im
pact 

of the London 2
0
1
2
 -
O
lym
pic &

 P
aralym

pic 

G
am
es-
.

（
※
２
）社
会
的
包
摂（social inclusion

）は
、い
ろ
い
ろ
な
生

活
困
難
を
抱
え
た
人
間
を
社
会
的
に
排
除
し
な
い
で
、
社

会
的
に
包
み
込
も
う
と
い
う
考
え
方
。

ほ
う
せ
つ
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スポーツが持つ“多様な魅力”がQOLを豊かにする特 集




